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草
の
絮わ

た

吹
く
少
年
の
眼
輝
く

吉
村

幹
愛

時
々
は
揉も

め
ご
と
も
あ
り
鴨
の
群

岡
本
か
ほ
る

木
守
柿
風
の
な
き
日
の
高
き
か
な

高
橋

章

句
を
拾
ふ
雨
の
彷さ

す

徨ら

ひ
落
葉
降
る

公
文

春
紀

淋
し
く
ば
月
と
語
ら
ひ
木
守
柿

北
村

幸
子

木
々
の
間
に
見
え
て
間
近
や
浮
寝
鴨

西
川

常
夫

鴨
を
見
る
高
ぶ
り
峡
の
雨
冷
え
に

甲
藤

卓
雄

白
壁
の
土
蔵
の
鏝こ

て

絵え

秋
澄
め
り

野
崎

典
子

埋う
ず
み
び火

の
灰
こ
ん
も
り
と
母
の
留
守

北
村

里
子

日
高
く
眩
し
さ
つ
の
る
蜜
柑
山

山
中

弘
子

子
に
渡
す
登
記
が
終
り
冬
日
和

小
野
川
順
子

湖
に
青
空
を
淹
れ
秋
気
澄
む

明
石

英
子

綿
虫
や
今
日
は
で
き
る
と
逆
上
が
り

竹
内

ろ
草

�
�
�
�
�
	
�
�
�

こ
れ
以
上
無
き
赫あ

か

か
っ
と
櫨は

ぜ

紅
葉

佐
竹

洋
子

竜
の
玉
老
の
目
に
手
に
触
れ
に
け
り

鍵
山

和
枝

夫
病
ん
で
留
守
の
間
太
る
大
根
か
な

佐
藤

幸

木
犀
の
香
り
に
話
題
も
広
が
り
て

利
根

弘
子

熟
れ
柿
の
真
芯
捉
え
大
夕
日

古
川

信
子

晴
れ
渡
る
紅
葉
明
り
の
恐
山

小
松

愛
子

つ
わ
ぶ
き
の
花
の
盛
り
を
流
れ
岸

西
内

保
衛

積
り
ゆ
く
一
葉
一
葉
の
冬
の
音

中
澤

美
晴

コ
ン
ビ
ニ
も
猪
汁
有
り
と
札
吊
る
し

森
本

�
代

夕
日
映
え
賞
金
案
山
子
紅
奪
ふ

山
崎

鈴
子

冬
紅
葉
夕
陽
憑
き
た
る
一
樹
な
り

吉
田

芳

�
�
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海
風
に
変
る
昼
よ
り
大
根
干
す

乾

真
紀
子

呆
け
て
は
な
ら
ぬ
話
し
や
焚
火
の
輪

奥
宮
さ
と
み

鴨
の
声
聴
き
て
亡
き
父
想
ひ
を
り

久
保

貴
女

過
言
よ
り
寡か

言
が
よ
ろ
し
黄
落
期

黒
岩

幸
女

冬
至
湯
に
確
と
命
を
磨
き
け
り

黒
岩
千
英
子

小
春
空
次
男
に
買
ひ
し
古
家
か
な

小
松

隆
之

山
雀

や
ま
が
ら

を
手
に
寄
せ
今
日
の
は
じ
ま
り
ぬ

小
松

昇

師
の
書
な
る
歌
碑
に
佇

た
た
ず

み
秋
の
暮

杉
山

春
萌

和
や
か
に
初
挑
戦
の
注し

連め

を
綯な

ふ

西
本

昶
猪

雨
後
の
陽ひ

の
薄
き
を
頒わ

か
ち
吊
し
柿

間
崎

和
代

湯
に
注
ぐ
焼
酎
う
つ
た
姫
迎
ふ

前
田

欣
一

山
転
げ
落
つ
日
の
眩
し
大
根
引
く

前
田

秀
女

柔
ら
か
に
庵
の
草
屋
根
冬
日
和

森
本

之
子

日
の
落
ち
て
が
く
り
と
冷
ゆ
る
峡
の
秋

山
崎

和
美

父
母
の
忌
の
近
き
を
知
ら
す
石つ

蕗わ

の
花

山
中

明
石

冬
耕
の
身
ほ
と
り
に
来
る
餌
つ
け
鳥

山
中

晶
子

冬
帽
を
被
り
視
線
を
合
は
さ
ざ
り

山
中

瑞
輝

�
�


�
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�
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住
職
の
広
い
額
や
寒
の
鮒ふ

な

安
丸

槙
子

山
の
神
の
息
吹
降
り
来
て
柚
子
熟
れ
る

馬
場

英
男

ほ
ろ
苦
き
漢
薬
舐
め
て
日
の
短
か

橋
本

昭
和

校
門
の
黄
落

こ
う
ら
く

照
ら
す
夜
学
の
灯

田
村

一
翠

構
内
の
広
き
大
学
草く

さ

虱じ
ら
み

明
石

韮
生

そ
ば
花
田
三
十
五
町
と
へ
ん
ろ
石

中
沢
と
し
み

Ｓ
Ｌ
が
土
佐
路
を
走
る
秋
の
昼

前
田

隆
明

蝋
燭

ろ
う
そ
く

の
炎
が
尖と

が

り
十
二
月

前
田
美
智
子

年
金
と
い
う
禄ろ

く

食は

む
か
来
る
年
も

大
石

邦
男

藁に

塚お

解
い
て
神
に
円
座
を
献
上
す

樫
谷

雅
道

�
�

�
�

�
�

北
山
の
雲
の
中
よ
り
み
ぞ
れ
く
る

和
田

可
代

真
夜
吹
き
し
風
に
落
葉
の
溜
り
お
り

北
村
千
鶴
子

ジ
ン
ジ
ン
と
薬
缶
の
音
に
年
暮
る
る

岡
本

朴
舟

子
と
仰
ぐ
未
来
永
劫
冬
銀
河

山
崎

貴
子

何
も
せ
ぬ
吾
に
も
師
走
気
忙
し
く

萩
野
多
美
子

快
方
へ
大
き
く
晴
れ
て
初
日
の
出

高
野

和
一

世
界
地
図
な
ぞ
る
も
旅
や
鳥
渡
る

前
田

小
夜

掘
り
役
の
な
ら
べ
し
生
姜
太
鼓
腹

福
留
と
も
の
り

奥
の
院
ま
で
の
磴と

う

か
な
木
の
実
降
る

千
頭

野
草

ワ
ル
サ
す
る
児
等
の
頭
上
の
鰯
雲

小
原

子
川

御
在
所
の
山
の
紅
葉
妻
に
聞
く

小
原

景
守

柚
浮
か
べ
冬
至
に
憩
う
湯
の
香
り

小
野
寺
朱
実

老
い
の
歩
を
止
め
て
仰
ぐ
初
日
か
な

三
谷

誠
郎

布
団
干
す
日
向
臭
さ
に
身
を
沈
め

公
文
多
賀
子

�
�
�
�
�

�������������
�������������
�������������
�������������

俳
句
・
短
歌
の
募
集
に
つ
い
て

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。(

た
だ
し
、
官
製
ハ
ガ
キ
で

投
稿
の
場
合
、
一
人
一
枚
の
ハ
ガ
キ
で
五
句

(

首)

以
内)

▼
か
い
書
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
投

稿

先
】

企
画
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局

｢

俳
句
・
短
歌｣

係

〒
７
８
２

８
５
０
１

香
美
市
土
佐
山
田
町
宝
町
１

２

１

(

�
53

３
１
１
４

FAX
53

５
９
５
８)
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当
館
が
収
蔵
し
て
い
る
高
知

の
画
家
の
作
品
か
ら
代
表
作
を

選
び
、
さ
ら
に
他
美
術
館
や
個

人
蔵
の
作
品
も
含
め
、
秀
作
の

数
々
を
展
示
し
ま
す
。

写
真
の
作
品
は
、
片
木
太
郎

の

『

海
か
ら
来
た
道』

で
す
。

海
へ
続
く
白
い
道
を
こ
ち
ら
に

歩
い
て
く
る
の
は
作
者
自
身
の

姿
で
し
ょ
う
か
。
片
木
の
風
景

画
に
は
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
人
物

が
た
び
た
び
登
場
し
て
き
ま
す
。

ゆ
る
ぎ
な
い
構
成
と
色

彩
で
描
か
れ
た
画
面
は
、

ま
る
で
時
間
が
止
ま
っ

た
か
の
よ
う
な
、
あ
る

日
、
ど
こ
か
で
見
た
、

な
つ
か
し
い
情
景
が
、

見
る
人
の
心
に
迫
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
作
品
を

観
た
い
と
、
わ
ざ
わ
ざ

県
外
か
ら
何
度
も
足
を

運
ば
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

明
治
・
大
正
・
昭
和

と
活
躍
し
た
石
川
寅
治

(

高
知
市
出
身)

の
一

九
一
四
年
、
第
八
回
の

文
展
出
品
作
品

『

母
の

着
物』

や
晩
年
の
大
作

『

造
船
所』

も
見
ご
た
え
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
他
、
�
日
本
の
モ
ネ
�

と
呼
ば
れ
た
山
脇
信
徳
。
油
彩

と
あ
わ
せ
て
水
彩
画
に
も
才
能

を
発
揮
し
た
西
岡
瑞
穂
。
海
外

に
取
材
し
た
作
品
が
有
名
な
眞

垣
武
勝
。
高
知
の
美
術
界
の
恩

人
で
あ
り
、
生
涯
を
画
家
と
し

て
画え

を
追
究
し
続
け
た
中
村
博
。

�
壺
の
作
家
�
と
称
さ
れ
た
中

澤
竹
太
郎
。
�
花
�
に
秀
作
を

残
し
た
福
冨
榮
。『

踊
り
子』

な
ど
の
人
物
像
を
得
意
と
し
た

山
本
茂
一
郎
。
地
元
香
美
市
出

身
の
上
島
一
司
。
芸
西
村
の
筒

井
美
術
館
に
作
品
が
多
数
収
蔵

さ
れ
て
い
る
筒
井
広
道
。
独
特

の
幻
想
的
な
裸
婦
を
描
い
た
高

島
常
雄
。
現
在
な
お
中
央
画
壇

で
活
躍
中
の
奥
谷
博
。

熱
き
思
い
で
洋
画
の
道
を
追

究
し
た
高
知
の
画
家
た
ち
の
作

品
が
一
堂
に
並
び
ま
す
。
今
回

が
初
展
示
の
新
収
蔵
品(

寄
贈)

も
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期
中
の
二
月
四
日(
日)

、
二

十
五
日(

日)

は
、
十
三
時
三
十

分
よ
り
作
品
解
説
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
さ
そ
い
合
わ
せ
て
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

(

館
長
・
北

泰
子)

｢

高
知
の
熱
き
洋
画
家
た
ち

－
あ
く
な
き
油
彩
画
へ
の
挑
戦－

｣

２
月
３
日

(

土)

〜
２
月
25
日

(

日)

�
�
�
�
�
�
�

猪
野
々
隠
棲
中
の｢

歌
行
脚｣

を
は
じ
め
日
本
各
地
を
旅
し
た

吉
井
勇
。
勇
は
旅
先
で
何
を
思

い
何
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
。

昨
年
十
一
月
一
日
か
ら
一
月
十

五
日
ま
で
の
募
集
期
間
中
、

｢

勇
の
見
た
風
景｣

を
テ
ー
マ

に
投
稿
い
た
だ
い
た
作
品
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

｢

勇｣

を
感
じ
た
風
景
写
真

や

｢

勇｣

を
思
っ
て
詠
ん
だ
短

歌
か
ら
は
、
皆

さ
ま
の
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま

す
。ま

た
、
勇
が

高
知
で
詠
ん
だ

短
歌
も
、
風
景

写
真
と
と
も
に

紹
介
し
て
い
ま

す
。写

真
と
短
歌

に
見
え
る
、
現

在
の
皆
さ
ま
の

思
い
と
当
時
の

勇
の
思
い
を
、

合
わ
せ
て
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

【
展
示
期
間
】

２
月
28
日

(

水)

ま
で

【
場
所
】
吉
井
勇
記
念
館
内

休
憩
コ
ー
ナ
ー

【
開
館
時
間
】

９
時
30
分
〜
17
時

(

入
館
は
16
時
30
分
ま
で)

※
火
曜
日
は
休
館
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

吉
井
勇
記
念
館

�
58－

２
２
２
０

吉
井
勇
記
念
館

投
稿
作
品
展

｢｢｢

勇勇勇
ののの
見見見
たたた
風風風
景景景
展展展｣｣｣

『海から来た道』 片木太郎
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｢｢

勇勇
のの
見見
たた
風風
景景
展展｣｣

市
立
図
書
館

(

本
館)

で
は
、

３
月
１
日
か
ら
図
書
館
情
報
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
素
早
く
貸
し
出
し
、
返

却
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
市
立
図
書
館
に
ど
ん
な
本

が
あ
る
の
か
検
索
で
き
る
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
、
香
美
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
館
内
で
も
利
用
者

自
身
が
、
簡
単
な
操
作

(

タ
ッ

チ
パ
ネ
ル)

で
資
料
を
検
索
で

き
る
画
面
も
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

ご
来
館
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん

の
方
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

☆
本
を
借
り
る
と
き
、
新
し
い

図
書
利
用
カ
ー
ド
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
今
ま
で
に
利
用

者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

方
に
は
、
３
月
１
日
か
ら
お

渡
し
し
ま
す
。
今
後
、
本
を

借
り
る
と
き
は
こ
の
カ
ー
ド

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

☆
今
ま
で
に
登
録
を
さ
れ
て
な

い
方
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
登

録
申
込
を
し
て
い
た
だ
く
と
、

貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
の
際
に
日
付
、
書

名
、
返
却
日
な
ど
を
印
刷
し

た
レ
シ
ー
ト
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
て
操

作
研
修
の
た
め
、
２
月
26
日

(

月)

〜
28
日

(

水)

は
、
市

立
図
書
館

(

本
館)

を
お
休
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
着
本
の
紹
介

香
北
分
館

[

大
人
向
け]

▽
心
に
ナ
イ
フ
を
し
の
ば
せ
て

(

奥
野
修
司)

▽
風
の
墓
碑
銘

(

乃
南
ア
サ)

▽
知
識
ゼ
ロ
か

ら
の
神
道
入
門

(

武
光
誠)

▽

名
も
な
き
毒

(

宮
部
み
ゆ
き)

▽
代
表
作
時
代
小
説
平
成
18
年

度

(

日
本
文
藝
家
協
会)

▽
英

語
脳

初
級
編
・
中
級
編

(

市

橋
敬
三)

▽
子
ど
も
は
家
庭
で

じ
ゅ
う
ぶ
ん
育
つ

(

東
京
シ
ュ

ー
レ)

▽
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
仕
事
の
流
儀
１
リ
ゾ
ー
ト
再

生
請
負
人
他
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
仕
事
の
流
儀
２
ア
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
他

(

茂
木
健
一

郎
他)

▽
Ａ
・
Ｒ
・
Ｉ
の
お
菓

子
の
提
案

(

森
岡
梨)

▽
雪

(

オ
ル
ハ
ン
・
パ
ム
ク)

▽
12

番
目
の
カ
ー
ド

(

ジ
ェ
フ
リ
ー

・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー)

▽
異
常
気

象
売
り
ま
す
上
・
下

(

シ
ド
ニ

ィ
ー
・
シ
ェ
ル
ダ
ン)

▽
現
代

用
語
の
基
礎
知
識
２
０
０
７
▽

六
地
蔵
河
原
の
決
闘
八
州
廻
り

桑
山
十
兵
衛

(

佐
藤
雅
美)

▽

お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ

(

さ
く
ら
も

も
こ)

▽
闇
の
底

(

薬
丸
岳)

▽
江
戸
庶
民
の
朝
か
ら
晩
ま
で

(

歴
史
の
謎
を
探
る
会)

▽
マ

ネ
ー
ゲ
ー
ム
崩
壊

(

須
田
慎
一

郎)

�
�
�
�
�
�
�
�

◆
市
立
図
書
館

(

本
館)

10
日

(

土)

、
24
日

(

土)

10
時
45
分
〜

※
山
田
お
は
な
し
の
会
…

絵
本
を
読
む
会
は
、
奇

数
月
の
第
３
水
曜
日
９

時
30
分
か
ら
開
催
。

◆
香
北
分
館

８
日

(

木)

※
乳
幼
児
サ
ー

ビ
ス

(

ど
ん
ぐ
り
の
会)

10
時
30
分
〜

28
日

(

水)

15
時
30
分
〜

◆
物
部
分
館

10
日

(

土)

、
24
日

(

土)
10
時
〜

�
�

�
�

�
�

｢子どもは家庭でじゅうぶん育つ｣

(東京シューレ/編)

自殺にまで子ども

を追いこんでしまっ

ている現代管理社会｡

心の中まで ｢評価｣

対象とする気運に対

して､ 最後の防波堤

は家族｡ 学校に固執

しないホームエデュ

ケーションで希望と自信を取り戻してゆく

子ども達が紹介されている｡

玄番隆行さん (香北町永瀬)
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